
桑條の利用に關する研究

第2報　伐採枝條の利用に依る人工發芽桑葉の飼料的價値に就て

齋藤菊雄

熊谷恒次

Kikuo SAITO and Tsuneji KUMAGAI:-Studies on the utilization of 

the mulberry stem.
(II) The food value of leaves sprouted artificially from the waste stem.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　著者等はi嚢に、本濾第11奮第1櫨に於て桑條利用の見地より、夏秋鷲轟用薬園の罐芽前伐探

枝條を莉用し、之を人工的に濃芽せしめ、1、2齢の罐兜に給典すぺ嚢稚澱用薬の育成に關する

蜜験結果を報告し、其の内馨に於て暮ら伐探枝條の芽の焦育蚊に収漿搬等につ豪記載せり。

　故に該桑藥の實用性を知らんが爲・第1二段Sして超等人工嚢芽桑藁の錨兜に墾歩する飼料的便

1直にっき研究を行ひたるを以て、藪に肇彩2報iして報告し、倫ほ足らざる購については順次研

究を進め補導せんざす。

　爾ほ本試験の施行に當り、茅野功、鋼源正滋、池上良秋の諸氏に黄ふ慮砂からざるを以て弦

に深籏の謝意を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　1・i試　験　　力　法

　供試桑の給與に依り直接該舘児に現るべき、當イ馬盤の影響につき試験を行ふざ寒に、更に次

代獄への影響をも知らんが爲、訳の方法に依り欝兇の飼育試験を行へり。

　　　　　　　　　　　　　　（1）當代盤試瞼　　　　　　・
　　　　　　　　　、　　　　　1．試駿瞳の設窟　　　　　　　　、　　　　」

第一試瞼ミして正常なる聯獄の掃立摘期に懲兇の撮立を爲し、瞥通桑（凋・照桑）ε人工磯芽桑

εを稚獄1、2齢期に給奥して比較試駒を行ひ、更に第二試験Sして凍害、其他の災霧に依り桑

の生育に異状あり，．V　ts合の封策等を考慮し、欝獄明の再渡芽（休眠芽及副芽導の渡育せるもの）

桑を比較の封照ミして人工褒芽桑を育成し、聯慧掃立の適IUIより15日内外逓れて鷲兜を掃立て

第一試験に準じて比較試瞼を施行せり。

　爾ほ是等試験慮の内容を紀載せば次の如し。

賦　瞼　賊　別　　1i　　覗　　　　一　　　　　　明
が　　　　　　　　　　　　　，　，

第　一　試　験
（5月rlコ旬掃立）

鱗　二1試験
（5月、月末擶立）

蜥副1勲燃・葡囎せ・桑葉・鰍す・
・璽酬響纒轟懲せるUt　ua　「e　「Pjv’　A工糊ζ依轍

騨劇i第禰・螺・b・f・…：　2ge・糠勲給財・

人工幽劇陣一試験・人瑠墜靴育…せ・糠璽興す・

再爽芽副朧醸轡探響蓑鰐義離モ謬離膿署i藁鶉藁野乾
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　　　　　　　　　　　　　　2，供試盤蚊に其の飼育r

　孫關飼育たる一般養鷲に封する供試桑の影響を知るε共に、慧種製鷺．ヒの見地に於て種繭の

實質に及す影響をも窺知せんが爲、供試獄εして原種を使用せり。

　供試獄の飼育は試駿桑漿給與胡間たる1、2齢期はトタン箱飼育を行ひ・桑は到芽叉は劃桑に

依り給與せり。而して3齢以後は普通育を行ひ、給與桑は特定のものを用ひず・聡に飼育上に

於ける一切の條件を岡一ならしめて比較試験を行へるものεず。

　　　　　　　　　　　　　（ll，）　次　代　翻　試　験

　次代獄試験は瞥通の飼育試駿に依り、鍛児の實用的一般性状を調査するの外、1割こ徽児の強

健度に璽きを置き、次の如き瞭害附奥の1転1駿をも行へり。

　　　　　　　　　　　　　　1．蟻1蹴の維食生命調査

　飼育翻兇ミ岡一揚所に於て蟻慰の絶食生命時llUを調査し、強健度比較0）一要素εせり。

　　　　　　　　　　　　　　2．催青卵の高澱俸害附輿

　莞金に催青卵εなりたる卿化前llα盤卵を35℃σ）極端に乾燥せる寵湘器に御酬牧溶し・後

之を取り出して撞濫に保護し卿化せしめて掃立を欝し、共の飼》｝成纈を比較せり。

　　　　　　　　　　　　　　3．稚叢濃の鶯養陣害附與

　稚嶽1、2鈴期に於て次の如き桑の減食飼￥fを行ひ、共の飼育成績を上ヒ較せり。

c　1．）　普通桑簗の滅食飼育　　　　　、　　　　　　　　．tt

　供試桑を限定せず一般の鍛児ε岡一なる桑藁を、曹通給桑量の傘滅鍛εなじ徳圓給興して飼

　育せり。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　A
（∬）　晶種別桑漿の減食飼育　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　1

　從來夏秋羅の稚置翻ヨ桑εして良否爾端あ勤照ミせられた臥酷ノ内及挟桑丸の2品種を供用

　し、コ瞥遡給桑鍛の牛減壁を毎同給輿して飼育せり。

（H）藁位別桑蘂の減食飼育　　　　卜　…　　　　・　　t‘

　供試it－一一ノ瀬の枝條に於て葉位別に各齢麗児に腱ぎじ軟蘂及適漿を摘探し、瞥通給桑量の牛減

’燈を毎圏給興して飼育せり。

　　　　　　　　　　　　　　4．．四眠超翻の異常温慶障害附奥

　・32°6の高盤及5℃の低温ヒ夫々四眠起翻を繕食のま・12“謬蘭宛接燭世しめ、興の後瞥通に飼

育し其の就績を調査せb。．

　　　　　　　　　　　　　　皿．供　　試　材　料

　　　　　　　　　　　　　（1）供賦桑　　1
　訳代慧試瞼は同一條件に於て行へる飼育試験なるを以て・特楚の供試桑なき爲之を雀略し・

當代獄試瞼のみの供試桑につき記載せんSす。

　．．　　　　　　　　　　　　　1．桑晶種及材料の腿理

　當代慧試験の供試桑は、畏野縣鷲業試験揚上田支揚（以下上田支揚ε総す）の構内に栽培せ

る、樹齢10軍内外の中刈仕立夏秋翻專用桑園にして・品種は旛島大葉及一ノ瀬の2晶種を使朋

せり。

　材料の探種に當りて臓、繭認桑園に於て嚢育均等なる代表的桑樹約30株内外を選定し・各株

毎に枝條藪に於て3分の1内外を伐探して人工褒芽に供用し・残る3分の2の枝條は其の脚・
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εしてヤ芽の燕口程度に獲育せる時、約孚藪の枝條につき生育せる全部の芽を摘除し、再獲芽

を爲さしめ・残る3分の1の枝條は自然状態に於て正常なる嚢育を途げしめ、劉照嘔の桑葉Σ

せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　2．供試桑の生育状況

　圖示の如く第一試駿に於ける難見掃立當初の桑の生育は、人工嚢芽匠及封照匠共に略々同一

程度なりしも、其の後日を経るに從ひ封照匠の生育旺盛なるに反し人工獲芽匠は一定の限度あ

叢藤涯蒙翌蒸馬で貿、『’t、一譲灘難鑑雌欝華墨

繕難嚢嚢藍　嚢辮武螺　　灘鷺丈皇搬農欝難

繕》t’ttt』’　　　　　・’の桑輿こ比較し糊慣腺なり・

紫薫　、　　、　　　　　　　　　・　　　　　　　しく進βしこεは勿論なり。故に給

灘

與桑の探種は各芽につき基部の硬葉

　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　を除き、適當なる部分のみを摘探し　　　　　　　　　襲・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て使用せり。

藩譲灘隷・薫、㍉鰯藷繍纒欝騰
　　　　　　　　　・…“・　　　’　　　　　ttt　　せるを以て、掃立當初及其の後の生

育IVI況に就ては・第一試験に於ける人工螢芽医濁照瞭の關係を其のま・示現せり。然共第

二試験に於ける人工褒芽匠の生育は、第一試験の揚合に比し概して劣りたる爲、再磯芽匠の桑

葉に比し外観的に一段劣りし感あり。蓋し第二試験の人工装芽匠が、第一試験の其れに比し獲

育不良なりし理由は、（1）桑樹の蛮育關係よりして豫め其れ以前に枝條の伐探を行ひ、貯藏し

おかざるぺからざる事・（2）氣象條件に於て氣温が漸次上昇し枝條を植付たるフレーム内の濫

度が桑樹生育の適濫以上になり易き爲ならん。

　　　　　　　　　　　　　（皿）供試蟹品種虹に其の取扱

　　　　　　　　　　　　　　　1・當代慧試験
　年に依り多少異なりたるも第一試験に於ては・圭εして日八號（國慧の文字を省略し以下之

に徹ふ）及欧十九號の一化性原種を使用し、第二試験に於てはH－一一號及支一〇七號の二化

性原種を使用せり。而して是等の慧種は上田支揚に於て採種せるものにして一化性は春期に、

二化性は夏期に於て探種せる越年種なり。

　　　　　　　　　　　　　　　2・次代慧試験
　當代慧試験に於て各試験匠よ’り、夫々原種を探種するご同時に、一面供試桑を同一ならしめ

たる試瞼匠に於て、慧品種間の交雑覧種を探種し供試桑の試験匠別に是等原種及交難種の爾者

を次代慧試験に供用せり。

　交雑種の探種は鷲品種本來の性質により、繹過日藪を異にするもの砂からざるを以て、當代

璽試験に於て掃立を同時に行へる慧鬼について・常態のま・所定の交雑を行ふこミ困難なる場

合あり。故に斯る場合に於ける交雑上の調節手段たる種繭の獲蛾促進叉は抑制等は、從來其の、
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　　　影響の比較的僅少なりざせられたる雄繭のみに行ひ・雌繭に鋤しては糎力適常なる保護を加ふ

　　　るこεに努めたり。從つて探種せる交難種は各試瞼随共に雌雄｛料反の内・執れか一一方のみの同

　　　一組合せ懲種を探種せるものミす。

1　　　今是等供試獄種に關する主なる事項を記載すれば次の如し。

　　　　當

1　　　ト代

　　　　試

次

代

試

瞼

第

第

原

穣

交・

種

試験
回次

1

正

皿

1

皿

I

K

I旺

皿

1

E

1旺

孤

v

｝試1駒，時期

（綿；立年朋）

10．5．13

11．5．15

13，5．14

11，5．3つ

12，5，31

11，7，31

12，5。17

】2．8，11

13，5。12

U．7．31

供　　試　　獄　　品　　種　　名

日一・一〇魏

日へ勢凝、　蹟歓十lu｛“，y，R

日八號、鰍十九魏

日一一一一一　”，e　，支一Q七｛麗

厭十九型駐、　日一一一號、丈一’〇七IJ虎

同一一一一一勢，9、支一“○・ヒ｛醗

　　　　　　　　　　　‘
口八勢尾、　顧欣・トソL｛説

圧．1－一・一勢酪

漱十二九捌磧、支一一〇七魏

ll・8・21樹ぺ號酬・九號丈一〇七號
12・5・エ7（曼：δ宅號

12・8…（暴二δ議

13・5・12（整ゴ♂麟　1

（留二尺一雛（最耳院雛（昊二δ宅號

（日一蝋　號（日刷｝號（日…旧一鋤蛤

鐡　種　の
採薫亜時期

9年翼1期

10直ド藩…期

12砲…歌旨」切

工Qttl三製9田

11年騎旨期

11年晩寡期

11年器期

1欝ド晩雑期

12年晩聯期

1161三晩春鍛

11年晩聯獄

11年晩聯鋼

12姥晩鵜齪

12年晩矯畷翫

醗種の
繍　　剃

越年種

越町三種

越年租

越確糧

越年種

鼎戯卵？iイヒ

越ltド繍

冷識姻撒

卿　化
越確穏

轍酸卿化

冷臓聰酸
卿　　化

越年瓢

冷戒盛轍
卿　　化

越僻穏

供試
蟻燈

0．2

0，2

Q。2

O，2

0，2

o．5

0．5

0、4

0，5

o．5

o，5

o、5

・O．5

o．5

皿・調　査　墓　項．

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．供試桑の水分及乾物量調査

1　　　當代盤試験の1、2齢供試桑に蜀し餐齢盛食期に於て・桑蘂の水分及乾物母の調査を行へり。

　　　“　　　　　　　　　　　　　2．飼育翻兜に劉らする調査

’　試蠣児に凱劇渤一灘｝伏たる（1脛榔撒・（2罵肋弓蹴度・（3魔纈・（蠣融

’織融する・共に源種の蝋蹴蜀して硬鷹鰍綜ついて醐奄せり・繭囎兇
　　　張健度の判定に封しては論議砂からざる腿なるも、現在に於ては簡易的確なる便法なきを以て

｛　　醗述せる各種の條件下に飼育せる慧兇につき減鷲歩合、繭中艶獄歩合・健輔歩合等を調査し、

　　　是等の專項を綜合して判定するこεεせり。

｝　caほ調査成績の取纒に於ては・同一條件を賄せる鰍鵬の物囎を註戯するの外調

1照隊比較し期鞭倣なる搬（＋）・黙小な磯合（一）・灘相等し醐合（o）の融

1　を記し、更に蜘竃騰職ぜ酪磁績の指勲箪雌己載して比較を行へり・
！

i
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　　　　　　　　　　　　　　　IV・1　試　　　　験　　　　成　　　　績

　　　　　　　　　　　　　　（1）桑葉の水分及び既物量
　　ユ。第1齢用桑
　第一試験に於ける供試桑の水分は・輻島大漿の人工獲芽匠に在りては謝照甑より其の劉合約

3％少く、一ノ瀬に准りては約5％少し。從つて乾物量罰合は之ε反調亀にして人工畿芽1姦に大

なるものεす。

　第二試駿に於ても其の傾向同僕なるも、蜀照輝の桑葉は第一試瞼の揚倫より水分稽々少く、

．人’工獲芽麗εの開差は減少せり。博獲芽旺の水分量は試1蜘亜中最も多く從つて乾物燈少し。

　　2．第2齢用桑
　第一試験に於ける第2齢用桑は、第1齢用桑より剤鮒豊的に水分盤幾分少きのみにて、試験麗

間の傾向は発く岡一なり。

　第二試駿に於ても人工嚢芽薩は劉゜照随より水分黛少きも・爾1醜閥の蕪異は第一試瞼の楊合よ

り僅少なり。樹ほ樽獲穿賦の水分1鼠は第1齢用桑の揚合ε岡襟に各試験1麗中最も多く、從つて

乾物こ殴少し0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　之を要するに人工饗芽1直は桑藥水分鍛最も少く、艶照斑及び栂嚢芽照の順に塒加しをるを以

て乾物風は之ε反鋤の維聚ミゐ1る。然れ共鋤照阻に於て第一試瞼ε第二試験ミの桑漿を比較す

る場合、第二試験の桑漿は各齢用桑共に其の水分蚤2～5％少諦繰を示すものにして、其の理

田は第二試験に於ては獄児の癩立が．5月月末なりし蝿、瞥通桑は就に渡育鑓み5月中旬頃の畿

勢初期の桑葉より総磯的に桑漿の水分少きのみならずN’供試桑εして探取せる築禁も各個騰間

のi差異比較的増大する偶ならん。今是等の戒績表を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　第1表　桑藥の水分及び乾物量

　　　　　　　　　　　　　　（工）生漿百分中の水分劉合（％）
nt　　　　，＿　　　　t．＿　　　　　　　　ロ　　　t／－　＿＿　　　　　ロ　＿im　　　＿－　　　　，　＿”　

緊こ一＿＼　　　壊　　　　ma　島　　大　　漿　　　　　一　　　ノ　　　瀬

繍趣i骸唄蜘小囎1晦銚螺副畷剃再塑撚
第用
1

齢桑

第用

2

齢桑

第糊」11い1・22［・8・3・1…β1…1・6・22i　一

第二試験
11

12

76．44

78，88

77．56

77，33

81。50

81．69

76．19

80．81

74．90

75．07

81dg
A

81．56

第糊．い1い9・96レ6・6・1－1・。・。・レ・…1　一

策瓢試験
ll

I2

77．13　　　　　　76．68　　　　　82．16　　　　　76．50

76．21　　　　　　77，40　　　　　80．93　　　　　77．95

（1［）生漿百分中の乾物割合（％）

74，72

76．10

81。52

79。9ン

　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－－－　　　　　　　　ト　　　　　－r－－－－－

ミくミー＼項　　輸島大葉　　一　・　瀬
・画遡奪具棚咽人謝1・擁穿醐照副畷剃再購

第用
1

齢桑

第用
2

齢桑

第纐レ・レ8・・8121・63［－118・56123・781　一

第二試験
1－・3、56　22．44　18．・・’23．81　2・．1。，18．81

12　　　　2！．！2　　　　　22，67　　　　18。31　　　　19．19　　　　　24．93　　　　　18．44

第禰i・1・α・引…4・　1一レg・931・・…【　一

第二試験
11

12

22．87

23，79

23．32

22、60

17、84

19，07

23。50

22．C5

25，28

23．90

18，48

20．03

9
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（H）當代翻試験
　　　　　　　　　　　　　　　1．鍛児の経過日藪

　試験桑漿を給與せる1、2齢翻児の繕通日撒は、第一試駿に於ては人工嚢穿磁は附照砥に比

較し差異なきか或は博に幾分選延せり。第二試駿に於ても其の傾向岡襟なるも・人工褒芽麗の

遅延する線度は幾分増大せり。

　俗ほ第二試駿に於ける再褒芽顧は蜀照鷹ご殆ん盲愛聲異なき継過日藪を示せり。

　款に至齢維過日数は第一及び策二試験共に、1、2齢期の継愚遅姪せる人工濃芽隙の獄児・も

瞥通桑給與ε共に漸…次同復し・殆ん曹差異なき継澱を示せり。

叫今是等の成績表を示せば次の如し。．

　　　　　　　　　　　　　　第2衷 維　 過　 El　撒

＼一　試脚置
項目　＼＼＼

　　　　　　　　　＼

1

2

齢

、i

婁

il

1　　’齢「℃

鋤る小
照昏口
1、暇甑激

に数
比値
較の
せ大

（＋）の揚脅

（一）の鋤合

（O）の揚合

　訂

劉’照圃の軍均値

此較せる他圃1の
耶　　　均　　　値

樹照隈を百としての
割　　　　　　　合

封る小
照各口
園齪数
に救
比値
較の
せ大

（＋）の揚含

（一）の揚合

（○）の揚合

　計

謝照畷の準均赦

比絞せる他臓の
、第　　　均　　　値

謝照圏を葺としての
割　　　　　　　合

第　一　試　鹸

撒姦畿戦
・2　　　　2

0　　　　0

3　　　　2

5　　　　4

・鴇「
gl（霧

IOI．9

ユ

o

4

5

29鷺

2gF 月

工00．1

9．Io

102。7

1

o

3

4

30．07

30．09

loo．3

4

o

5

9

9，01

9。06

102，4

2

o

7

9

29．21

29、22

100，1

第　　　二　　　試　　　験

鵬島大葉
人　工再　磯
渡芽賊　芽　　1耀

3

0

露

5

1

0

4

5

9。！5

9．17

100，9

3

O

2

5

9．15

10D．O

1

o

4

5

28．10

28，13

IOO　，・S

28．13

工OO，4

一　ノ　瀬 別づくは聯』勾

塗塗調璽劃壷癒憐叢

4

0

O

4

1

0

3

4

9，20

ユ0．02

102．5

4

o

0

4

9，20

7

0

2

9

2

o

7

9

9，17

9，2i」　9鴇t7

100。0　　101．7

1

0

3

4

28，06

128，14　　　　28．09

！Ol．2 100．4

7

0

2

9

100kO

9

Q

7

9

28．08

28．14

100，9

28、111

loo，4

！　　　・　　　　　　　　　　　2・弧　　健　　度

il　、（・）囎歩舗一識・於η・畷蠣・蜘圃・殆んさ蝦なく、第二撒、於

i｝　ては灯嚢芽圃燭縣よ，り幾分多蠣融示せり。伽第二撒の畷躯糊服より僅
il　　に減翻渉合少き傾向なり。

1…　，（D繭幌髄合第嶺験に於ては人叢躯幽賑よ磯分少く・第二試駄勧
ll　　ては爾嘩間に大差なし。爾機芽隈は前二暫に比し僅に少き結果を示せりg
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暇

1…

1…

「ll
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　（皿）健輔歩合　第一試駿に於て人工腰i芽磁は謝照嘔より健輔歩合梢々多き1）　ts第二試瞼に

於ては之ε反封の威績を示せり。爾ほ再獲芽1磁よ鋤照阻に比し・健蠣歩合幾分多き成績を示せ

り。　　　　　　　　　　，

　之を要するに人：L嚢芽遜の強健度は獅；i賦笹に比較し胤こ幾分劣る揚合あるも、亦一面優位に

あるこざ妙からざる戒績なるに依り、是等の事實を綜合して考察する霊きは爾者閥に大差な爵

ものε見微し掛ぺし。

　禽ほ再獲芽匪に於ても・本試験の如く鋤照圃師ち」瞥通桑の螢育進みたる揚合の飼育成績に在

りてはs爾者閥に顯著なる難異を見ざるものεす。今是等の成績表を示せば次の如しo

第3衷強健度調査表
kSli　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　＼、、．．．　　試瞼i載

項　　属　　　　　　＼、＼．

、減

謝る小
照昏口
噸照数
に数
比値
！瞭のト

せ大

（＋）の揚合

（一）の揚脅

（o）の揚合

　副亀

蔀一瀬’磁一
瓢島大一一ノ瀬
葉人工人　工
塑芽髄蕊　焚：芽臓

2　　　　3

3　　　　工

O　　　　O

5”　　　4

骨1’又は

21二　均

5

4

0

9

第　　　二　　　試　　　験
醐馬大葉　　　Wh　ノ　瀬　　　趾又は耶均

血簸博繋会顯隣犠金癒隣叢

歩

合

繭

中

擁

合

健

蜥

歩

合

2

3

0

5

0　　　　4

5　　　　0

0　　　　0

5　　　　4

3　　　　6

1　　　3

0　　　　0

4　　　　9　、

3

6

0

9

繍・・唖均値11・♂・中・・93il8・2・・　128・53　i　21…1・・…

柴較鵠翻鴇11・施。レ9・・6118・36129・・。122…　1・…11・…61・…gl・…2

劉鵬を百として割・5・・1　，・…11。。・・11。…1・。・・［138・2レ8・1i116・61・…

鮒る小
照斎口
撚照数
に数
比値
麟の
せ大

（＋）の揚含

（一）の揚合

（Q）の揚脅

1

4

0

5

0

3

J

4

1

7

1

9

2

3

0

5

1

4

0

5

2

2

0

4

3

1

0

4

4

5

0

9

4

5

0

9

蜘照鱒轍III6制18・9・117・6gl　19・56　°P　1・・5・118…

朱瞭鵠細劉・闘・2・1・・2・1・。…レ5・・51…95i1・…レ9・321・7・…2

1秘職百として割…51・…1・6⊥・…1．－z2…11・…1・…L堅Lg2・1

謝る小
照各口
斑礒徽．

に数
比値
較の
せ大

（＋）の揚合

（一）の揚合

（O）の揚舎

　言卜

4

1

0

5

2

2

0

4

6

3

0

9

2

3

Q

5

4

1

0

5

0

3

1

4

0

4

0

4

2

6

1

9　1

4

・5

0

9

蠣⑳鞠値li67制69…1　・…A　59・・51…5gL61・97
！k較せ島各峨盆1・・餐・5レ・…1綱57・4司66・83　1、59・・2・16⊃…15・…1…1・7

鵜職百としてISiHiii・・1・C6，・11　1・…1…ll　113，。1・a・P5・7194…li。…

　　　　　　　　　　　　　　　3．獄　’騰　　璽　　　　　　　　，

　（1）　2眠超猛膿重　as　一一試瞼に於ては人工装芽匠は常に封照匠より幾分鰹く・第二試験に

於ては時に多少の例外ありしも、是叉入工登芽底の髄重韓し。爾ほ再獲芽匝の腱酸は酎照直S

大差なし。

　（正）　4眠起獄及蝋燈璽稚脚明に騰重照かりし人工獲穿麗の獄児も封照霞ε同一なる瞥通
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1　環を給奥し、錨齢の瀧むに從ひ漸訳野照匠に近似し、4眠想難膿重は第一試験に於ては入：1．：va

　　　芽置は饗照匪より館に軽き程度にして、第二試駿に於ては殆んさ差異を見ざるものtrす。侮ほ

　　　蠕艦重は第一及び第二試瞼共に、試験魔間に差異を認め難し。今昆等の成績表を示せば次の如

’　　し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表・鱗　　　艦　　　璽　　（謝100頭）

＼一　瓢諏阿｝藁一試璽　一r；粥｝一≒、喩一竪叉酔ガ

＿9目　　＼＼鍋鑑腿糞髄・1雛遺鍾碍」Lt
＼、雛天・墾，隙響講

2

眠

劃’る小

照各口
峨瓢数
に数
比値
較の
せ大

（＋）の揚舎

（一）の揚含

（○）の揚合

　計

O　　　　O　　　　O　　　　2

5　　　　4　　　　9　　　　3

0　　　　0　　　　0　　　　0

5　　　　4　　　9　　　5

3

2

0

5

蝕講鴇
0

4

0

4

2

2

0

4

町金芽蓋i環犠

趨

4

眠

起

｛

；　　蝋

　　　髄

2

7

0

9

5

4

0

9

蜘ffL・2T・均値11・制…5い・・91・・841…2　i・r83
柴伽鮒嫉縦・制…7い・38レ・・。・・8・i・副…81・…　1・…

鶏照醐として割1・…1・9・・い1・61・…1，。。・。［…1い8・・1・…1・9・・

封る小
照昏ロ
羅眠数
に数，

比値
較の
せ大

（＋）の揚含

（一）の揚合

（o）の揚合

　1訂

0

5

0

5

0

3

1

4

0

8

1

9

2

3

Q

5

3

1

1

5

2

2

0

4

1

2

1

4

4

5

0

9

4

3

2

9

熱臓・鞠値lg21同96・9・1…。・A　・2・1・i・3・・81…6・
㍗蕪蕩綿総1i871～・1…25「・・2・レ2・・。レ2・6。i・…。レ2・・。レ…21・2・・3

覇照i鵬≧して割・5・・L劉・5・gl・9・gl，・。・・ic・8・・lg8・1」・9・・L艶

封る小
照各口
躍臓数
に数
比億
較の
せ大

（＋）の揚合

（一）の揚合

（○）の揚合

　尉

m　　2

　3
　0
　5

2

2

0

4

4

5

0

9

2

2

1

5

．1

3

0

5

1

3

0

4

2

2

0

4

3

5

1

9

4

5

0

9

蜘勲鞠剣1・4酬155・・114…【12…1123・・112・・2
柴較鵠各匿制1・釧154・。115Q・・i　122・・い2…レ22・gレ21・・い・…｝1・…

鑑腿百として割1…’，1・…II・1・・い8・・i99・・　1・…P8・・198・・198・9

1　　　　　『　．　　　　　　　　　4．’獄　　繭　　戒　　績

　　　　ぐ1）1生繭璽　第一及第こ二試験を通じ試駿嘔間に大差なし。

i　　　（1），繭暦重　第一及第二試験共に人工磯芽匠は野照嘔より繭暦重の大なる場合多きも、

1　李繊繍こ於ては期差働にして差麹して認蝋し．膿芽剛こ在りて醗く同肱して

1　　差異なきが如し。　　　　　　　　　　　　　　・

1　①繭殿合團こ多少の例外あるも・第一及び第二鰍を通じ試鵬燃こ爆溜蝶
1　　し。

．ll

／　鰻等の囎勲測畝の如し・
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第5衷盤繭成績調査表（封lo暇）

　　　・　　　　　　　澗島大

項図　＼　＼、舞鑛

＼＼　　　試験賊　＿第一試験　　　．　　第　＿二　　試一

生

繭

’尉る小

照各q
lll椰砿数

に数
比値
［陵の

せ大

（十）の場含・　　　2

（山）の揚合　　3

（O）の揚含　　　O

　言1’　　　　5

一ノ灘
人　工
獲射粧

2

2

0

4

7F均焚醐1芽圃囎議1舅咽
・附愚騰藷人　論鑑

4　　　　3

5　　　　2

0　　　　0

9　　　　51

2　　　　3

3　　　　1

0　　　　0

5　　　　4

2

1

1

4

欝卜叉は耶均

鍼瞬需

愈

繭

暦

・繭

，暦

歩、

合

6

3

0

9

4

4

1

9

蜘“・・岬蝋lil・劇194・・1・8・・31152・・／1・…i15・・6

卿せ島御撮1偏痢193・・．187・5「両15万「蕊rr薦11・…「1・ゆ

鞘羅繰して割1。・・8「99・411。刺98・・i99・・　fi　1・2・・P。・中。・・「［1。…

測’る小

照各口
楓職数
に数
比値
絞の
せ大

（＋）の揚分

（一）の蜴脅

（o）の揚合

　　計

1

4

0

5

2

2

0

4

3

6

0

9

3

2

0

5

3

2

0

5

4

0

0

4

2

2

0

4

7

2

0

9

5

4

0

9

樹陥・鞠値ll　35袈・1…小6・99【…18　i　26・78……56
当長糠せ島繍劉・・騨・・139・・司…2・レ8・2・レ・・。・i28・22レ8…1…2司…28

鵜照Li麟として割11Q1・・i・。…1・。・・sl，。…ig9・・1・（5・・11。…1・。…1’i。…

　　　　　　　　　　　　　　　－Hr－．一一㎝…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劉一一　一ny－一一nt”｝in｝一

酎る小
照各ロ
腿献数
に数
比値
糠の
せ大

（りの揚舎

（一）り揚含

（○）の揚含

’費19　1

2

3

0

51

3卜

I

Q

4’

5

4

0

9

4

1

0

5

3・

2『

0

5’

2

2

0

4

　3

　1

　0
1　4

6

3

0

9

　6
．　3

　0
　9

蜘齪騨堀・（il　・9’F・，1・。・・11・9・83118・・。【18・1511・・S5

響鵠舗撮ll　19制…31　L9・86　1　IS・7・i18…1・エ8・・5卜8・・g　i　18・・611馬77

輻照蹴百として割1・9・・レ。・・li。。・・li…11。i…S　1　i。…1i。…1，・22i　，1。…

　　　’　　　　　　　　　　　5．獲蛾及び翻卵成績

　（1）磯蛾歩舎　第一試験に於て人工獲芽羅は封照麗より獲蛾歩合値髪に少きが如きも、第二

試験に於ては殆ん曹差異なし。思褒芽匝の歩合は蜘照晦より幾分少き傾向あり。

　（1）産卵数、産下正常卵に於て第一及び第二試瞼共に人工褒芽旺は野照匝より卵轍幾分

少く、再畿芽匠に於ても亦同様に饗照圏より少き傾向あり。

　（皿）産卵童　前項塵卵数ミ同襟に第一及び第二試瞼を通じ人工搬芽置及び思嚢穿囁は封

照魑より産卵澱禰々少し。

　（皿）　卵　　璽　蜀1瓦の卵鍬に依り試験颪の卵玉液を比較するに・第一一試瞼に於ては人工嚢

芽1配は墜｝照甑より卵璽幾分鰹きも、第二試囎に於ては供試蓑の編腸大簗ε一ノ瀬εの試強匠に

全く反勤の結果を示し・前者に於ては鮒照圃よ人rl二装芽躍及び再獲芽麗より卵鐙大なるも、後

者に在りては全く之に反せり。故に是等の成績より考察する．εきは卵重は試験1置閥に大差なき

もの霞見徹し得ぺし。　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　・、

・今是等の威頼表を示せば次の如し。　　　　　　、　　　　・
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0

8
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2
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0　　　　0
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3
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0

4

’5

4

0

9

7

．2

0

9

蜘慣・鞠値18制・2・9・［　84…i81…1…15182・84
柴較せ島鵠綿，li　86矧81・。・1　・・…1…9・183・・。1qi・小5・4g　l　83・・。1・・…

辮職百として割g9・gl…61・・…11。…1，・…lg6・8i1。1・・

；　　　　1

｛　　　’熊

　　　　卵

謝る小
照各口
斑臓歎
に数
比値
較の
せ大

（＋）の蜴合

（一一）の揚合

（○）の揚合

　計

0

4

0

4

3

1

0

4

3

5

0

8

2

3

0

51

2

3

0

5

1

3

0

4

1

3

0

4

1。。・7レ。1・7

3

6

0

9

3

6

0
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1　翻”繊として客1192⊥割謹」9L2竺Ligl拠⊥捌92・・／98・・

2 2 3 4

2 2 U ・5

o o b 0

4 4 ’9　’ 9

輩 　　　謝る小
　　　照各口
　　　闘置数
　　　に数
『露　比値
　　　較の
　　　せ大

1　　．，数，
1　　　）
毒

／

諺

（＋）の場合

（一）の揚合

（d）の揚合

　司’

2

1

1

4

4

0

0

4

6

1

1

8

4

1

0

5

4

1

0

5

0

4

0

4

0

4

0

4

4

5

0

9

4

5

0

’g

謝鵬卿堀・い…11・ア311・48・　11・。・1195・11869
騨鵠燃羅LS。・i　1・・411・1・レ8・2⊥1・88レ891［・892レ・6・レ・・4

翻照1瀟として割1・1・・b・…1，。・・li。…i・…i96・・1・祠99・・1％・・

　　　　　　　　　（皿）當代翼試験成績に劉する考察虹に要結

　嘗代獄試瞼の成績は上述の如きも・再登芽匠の成績が封照置に比較し絡別遜色なきこεは、
從來め隷響塞給興試験成績より考察し、首肯し難き感なき能はざる慮なり。然れ共從來行はれ

たる是等試瞼調査の内容を槍討するεきは、其大部分は正常桑（無被害桑）を標準Sして獄見の

掃立を爲し、稚鍛朋は之を以て飼育し肚黛期に再装芽桑（被害桑）を給奥せるものなるを以て、

器

聾

響
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lll：鷲用桑旦して再嚢芽桑は正常桑より桑質の充魔不充分なる偶・徽繭成績に於ては優るが如き

場合あ1り載1婁も、繭中驚識メ蜜合、健蝋渉合等に於て劣り、識児の弧健度が正常桑に及ばざるも

のざせられ、且識卵戚績に於”Cも亦剛漿の結果を見たるものならん。

　然るに蓋者等の實験は試験桑漿の給奥隣期を薗述の揚合さ異にし・再褒芽桑の生育を基準ざ

して鍛児刎帯立を爲しs之を以て雅識を飼育しJH：置：釧1は正欝桑を総興せり。故に獅照嘔部ち正

糠は酬こ灘勘、欄稚韮期灘しての捌1襯泄せしil，kj係上講猫低下娩れざゐを

以て惣児の飼育戒績が瓢獲穿桑の成績ざ大差な唐結果を示せる臨のミ推察し得るものにして・
　　〈7）
山本氏の凍害桑給興試駒の笛二試験成績に於ても略々同様なる結果を見出し得るものミすo・．、

　侮ほ本試馳の戚績につき共の要結を記載せば次の如し。

　・1．，鰍兇の輝泄日歎に於ては劃6照世置ε得褒芽眼は大差なきも、人工獲芽鼠は試験桑薬給典1田

mj中は幾分逓延せり。　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　・　　1，

　2，　欝燈煎に於ては1厨照麗ε樽装蜘甑ミは大盤なきも、人111va芽滝は一般に韓費結、果を添せ

り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　、

3，，パ畷芽際蜘嘔及畷封・隙の縄轍燃灘重に謝る肖柵の瀬はき試瞼乗
葉の給奥期間を終りユ1揃桑を給興してコ灘鵠瀧むに從ひ漸吹恢復し、5齢窟叉は蝸齢こ於て｛よ

殆んS・藻異なき戒績を示せり。

　4．鷲兇刎鼠健度、鍛繭成緻、磯芽歩合及卯重鰍よ試験画lllに難疑を認め難し。

　5．　竣卵数及塵卵量に於ては、人工渡芽隙蚊に再獲芽躍は覇・照嘔より幾分少き傾肉あり。

　　　　　　　　　　　　　　（IV）　≡欠　　｛ざ　　簸　・試　　験

　　　　　　　　　　　　　　　1。　原　　種　　成　　績
　　（1）　鑓児の経過1－1　va

　金齢経過日数に於て第・・一試験及第二試験共に試駿囁閲に藻異を見ず。爾ほ是等の威績衷を示

せばi次の如し。　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　M

，　，，　　1，　　　第7表経　過　日　歎、

＼、
　、㌦・＼　　　試験餓

　　　　　　　へり　項　厩　　　　　＼＼
　　　　　　　　訟

櫛

鋼る小
照昏口
甑麗数，

に数
比菰
較の
せ大

（＋）の揚合

（一）の揚倉

（○）の揚合

　　實1’

捌1照、腿の準均値

比鮫せる各1舐の
築　　　均　　　値

i封照臨を欝としての
割　　　　　　　合

策　一　試　瞼

瀟島穴
葉人工
塑芽ISE

10

o

10

10

261i碧

26：II9

10Q，0

一ノ灘
人　工
焚蔀嚴

o

Q

9

9

26。12

26．12

looLo

皆隊1は

耶　均

0

o’

19

lg

26．14・

26，14

L100，0

第　　二　　試一＿」塗1
醐島大葉

人　工糊　螢
護芽1蔽　勢　　蕨

0

0

6

6

o

o

6

6

24・．22

24，22

100．0

24．22

100．o

麺鑑譲響警器

0

o

5

5

o

0

51

5

24，07

ll・…1・・…

100．0 100．o

0

0

11

111

iO

o

ごh

11

24，15，

24。15

100．o’

24，15

“1　00，0

　1

　　＜2）弧健度　　　　　　　．　f』1，
正常なる普鞘の揚合瀬翻糠せる特殊嚇合ミにつ醐餓るも劔こ加・其の厳

訟の如し。



、9 Q箏　　　　　　　　　　　　欝　　　練　　　墨　　　難　　　器　　　　　　　　　1（蜥il一磐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A・曹鋤飼育の場合　　　　　　　　噛∫，　、　1

　　　　（1）減翻歩合　第：・一・一及第二試駒共に人工嚢芽画は蜀照嘔より歩合僅に少べ、再磯芽眠に於

　　　ても幣々同一の傾向なり。然れ共其の差僅少にして差異εして認め難し。　　　・　　　　’1

…　　　・（1［）1繭中艶盤歩合　第一及第；試瞼共に人工獲芽匠は罰照lluより歩合の少き揚合多く、且

　　　XP均成績に於で約4％内外減少せり。畷芽圃こ於て綱一傾向勧弐し、　rp均成緻こ於て蜘

　　　遍より露勺3％を減少せりo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

　　　‘（血）健嫡歩合　第一及篇二試験を通じ健輔歩合に於ては、試験顧間に顯著なる差異を総め

i　　ず二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B、障審附與の揚合

I　　L’（τ）　蟻獄の縄食座命　日隔一一號及支一〇七脱の21粘種につ奮調査せるに、供試素一ノ瀬

　　　のi次代鷲に於ては試駿癌間に大差なく、福鳥大葉の試験嘔に於ては鋤照画及再磯芽甑は差異な

［　　凌も入工獲芽旺は前2瞳より生命喝鰍幾分短縮せり。

　　　　（皿）催青卵の高温障害附褒kt歓十九號及支・一一一〇ヒ號の2品種につき調査せるに・供試桑蘭
1

…　　島大漿の訳代獄に於ては、人工焚芽圃謝照1磁毒爽穿頂鉱り減窟歩合、翻礎鷲歩合タ慧に幾

i　　分多く健踊歩合少き成績を示せるも、一ノ瀬の試験甑に於ては共の傾向を異にし、人工装穿斑

；　　は他の試駿麗より減獄歩合少く、健蜥歩舎多し。1而して鋤照薩及再褒穿磁の爾1薩闘には大差な

i　　　嚢が如し。

　　　　（皿）　減食陳害の附與　日八號及隊十九貌の21砧種につ壷稚懲1・2齢1り1の給桑燈を警遡総

1　　桑量の4≧量εして飼育せるに、人1二獲穿麗は封照麗より減獄歩合及繭中艶鎌歩合幽分多く、健

1　　　　蝸歩合少1き可頃r司1ありo

i　．．爾ほ叶艦つき桑噸1瀬獺姓愚撚1に於て灘用麺て島・
1　　‘内及扶桑丸の2品種を使用し、瞥通給桑燈の傘澱をユ、2齢期に給奥して飼育せるに、滅鷲歩
1　合、働酵合、繭中騨歩合等の成績蹴灘間に一定6傾向溜めず。

　　　　（IV）　4眠起舘の異常温度障害附與　日一〕一號及支∴〇七號を供試WW　sSして、32°C及5°G

　　　の高低両温に別々に縄食の法・12博開宛接燭ぜしめて後普通の飼育を行へるものにて、其の

　　　威績i家の如し。

　　　　　a。　高湘障害の場合

、　　　供試桑灘島大葉の訳代翻に於て入工嚢芽嘔は謝照麗より健嫡歩合幾分爾く・再機芽匠は更に

　　　少き傾向を示せるも、一ノ瀬に在りては其の成績反射にして人ITIit芽圏の健蝋歩合最も多く、

　　　再機芽匝及蜀照嘩の順に滅少せり。

　　　　　b．低澱障害の揚合

1　　一編島大葉の訳代猛に在りては、人工嚢芽暉ミ再畿芽颪ミは略々近似し、欝照輝より健蝋歩合

1多じ・・L・瀬の謙麗に勧て騙島燦の搬漢職灘く撒し調！嘔の歩線も多
1　　　し。

l　l戯搬鋤艘・紛る繭倉司育の蠣・㈱糠の鵬・の麟を観るに譜蘭献
　　　於ては、減翻歩合、繭中驚獄歩合、健輔歩合等各試瞼鴎閥に顯著なる差異を認めざるのみなら

　　　ず、障書附興の場合に於ても威績置々にして、一定の傾向を認め難きものなるを以て、是等の

1雛結㈱合す・・きは・κ1二磯羽翻噸蜘隠大渤きもの耳蹴得・もの・

1鴨購懇灘蹴鰭色なきD‘　all　L’　’・
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　　　　　　　　　　　第8表　普通飼育の強健度調査表

＼＼7…「 ﾘ頭、左…『 G互τ試…醸　　　一箱　二｝議一　験一
　　’＼一　　　　　　　胴勘大

項臼　＼＼＼霧婦

減

歩

食

謝せの
照る穴
臓各1」・

に甑口
比数数
較値

（＋）の場合　　　5

（一一．）Z）揚合3

（O）の揚含　　O

　蹴　　　　8

人工1鵬・工蘭翼人工1畷鋪τ1蹟
一ノ瀬晶　　陶醐島大墾乱　一　ノ　瀬　　齢又は豊

畿芽繊　　．＿難蔓璽＿豊」亜⊥塑封ζ1・Hi遡L璽⊥塑豊里壌墜

繭

中

歩

合

健

輔

歩幽

合

2　　　　7　　　　4

5　　　　8　　　　2

0　　　　0　　　　0

7　　　15　　　　6

3　　　2

3　　　　3

0　　　　0

6　　　　5

3　　1　6　　　6

2　　　5　　　5

0　　　　0　　　　0

5　　　11　　　11

螺…鞠値レ5制…48　1　2・…　126…1・…5i29・38
磐鵠編創・・制…9，　1　26・ii　1…93　1…92｝・・…1・8．・・Ql・…’・　1　26・69

鋼照1纈として割99・・P1・31・…1，。。・71・3・・192・5188・596・・1・。・8

謝せの
照る大
賦各小
に搬口
比数数
糠値

（＋）の揚禽　　4

（一）の揚合　　4

（o）の揚合　　o

　剛邑　　　　8

爾照圃薦慰廓1111鷺・・

1

6

0

7

・5　　　2　　　2

10　　　4　　　4

0　　　0　　　0

15　　　　6　　　　6

1 0 3 2

4 5 8 9

0 0 o 0

5 5 11 11

い・…1　14・。・11…5116・3511・・93
柴鰍冨：擁語『丁研1・・3中・・74i11・62い・・。・111…113…II・52i1・・66

篇師覇としで客L・…1副…e｝・・【・州73・1　1…Z．．183・2

鋤せの
照る大
臓寄小
に臓口
比藪数
瞭賦

（＋）の掲含

．（一）の揚合

（O）の揚合

　　計

3

5

0

8

5

2

0

7

8

7

0

15

2

4

0

6

4

2

0

6

3

2

0

5

2

3

0

5

・…i78・1

謝照匹の耶均値

比職せる各甑の
年　　　均　　　値

5

6

0

11

6

5

b

l正

ll・・誉・・163・2・1　・・…　1…3gl…12162・9。

li　64㍗・・1166…i65…162・。・［…681…1・［・E・・1・・…　1…22

醐鞭百としての t95・・1，・…11・。”196・3「1・2・。1，。…li…8い9・311・・1・

割　　　　　　合　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　第9表　障害附奥の張健度調査

　　　　　　　　　　　　1．　蟻翻縄食生命調査　（昭和11，秋瓢1期）

1

日w－一一號

．支一一　〇七號

準，　均

封　照囁
人工獲芽臓

1畷撚｝

封　照慮
入工襲芽魑

再畿芽匠

謝　照　慨

人工焚芽厳

再濃芽臓

　　　　瞬聞
撃　　　100．0

　　　84．8

　　　97．7

97，7

96．4

107，ブ

98。9

go．6

102．7

一一 @　ノ　　鼠
　tf’mi
88．1

90，9

83，7

100，2

96．7

100．3

94。2

93，8

92，0



｛・

i…

1　　　232．　　　　　　　　　鐡　　縣　　螂　　聯　　箭　　　　　　　　C第＋一雀

1　　　　　　　　　　　∬・催青卵o）高温障害調査（昭和13論獺期）
1　　　　　　　　｛　　　　　　　　‘『唱　Fpm甲…”P－inm……’t｝一…一』「TtT・・…r』一一一・・£一一一一…一一一一・一一　＿＿旧＿＿＿＿＿　　．．　＿＿＿＿．一．＿一＿＿　．．　　＿＿＿＿＿＿．1　＿．＿＿＿一＿一

，　　　　　臓　　別　　　　’一”一・．一・xi
　　　　　　　　　　　　Ss．－

1　　　　　、一＼．・tt一項　　El
＿1

I
Ii

l　　嘩＋九、擁
i

ll　　　　支一〇七號
i

1　　　　　　　・1　「
1

　　　　李　　　　均

i　　　　　，
　　　　　　　　　　　　’

1　　　　　　：，t
A

封　　照　　醐

人工塑芽匿，

再塑芽匝

封　　照　　1凸筐

人工獲芽城
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に於ては差異僅少なり。第二試験の成績は人工嚢芽薩・欝照帳及び栂搬穿眼の間に一定の傾rfi1

を認めず。

　（II　）　繭暦歩合　各試瞼圃閥に大差なし。

　命，以上の威績表を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　第工1表鍛　繭　戒　績CVIJ・　IQo　va）

＼＼　　試鹸麗
　　　　＼＼、～、

項　圓　　　＼
　　　　　　　　　　＼

第　一　賦　瞼　　　　　　　　第　　　二二　　　試　　　験

、　　　　生

繭

鐵調盤難鰹墨轟i雛撫1轟藤盤麟需1鎌

1

…　　繭・

1

i　　　厨l
i

　「　　霊

t
1

｛　　｛

｝　　階、
l

l　　暦
l；　　　　　　　　　　　　　’
　

1　　渉

　　　合i

i

I
l

樹せの
ﾆる大
孖e小
ﾉ戯口
苣箔t
r値

（十）の掲含

i一）の揚合

i○）の揚合

@　射

3、

T08

β407 a406 3306 320，5 41Pl5

　　5

@　6
@、O　「
v　11

ン1

謝照臓の第均’値1［17～野4
174．○ 1鴻・・ P・6…　1・6α・

！　　　ユ63、4　μ　　　　ワ

輩鮫せ鶏継劉17認・i175・3 1…II6・・レ釧163ぶD6禦川63・5162・・1 1
釜塊職百として客」lg9・。1，。。・・lg9・・1…69z71　i…。

謝せの
照る大
蔽各小
に麗口
比敬数
較値1

．（＋）の揚合

（一）の揚合

（○）の揚含

　　則・

2

6

0

8

2

5

0

7

　4
　ユ1

　0
，　15

　2
　4
　0
，　6

2

4

0

6

　2
　3
1　0

　5

1。 _・。・199・2

解即鞠値ll・5制・鰯

3

2

0

，5

4

7

0’

11

6

5・

o

夏1・

…87i　32…i・α69｝3・・55
騨鵠髄宿134㌍・。i34…1…5。131・33131・91131…　1・…1131・33i・・2・・

籍照聯として劉1・7・・　1・1・。・・い8・・i…il・…II・2・・199・419…ig9・1

鋤せの，

照る大
磁寄小
に畷口
比数数
瞭値

（＋）の揚禽

（一）の揚含

（0）の揚合

　　計

2 4 6

6 3 9

0、 O． 0

8 7・ 玉5

1

5

0

6

3

3

0

6

3

2

0

5

2

2

ユ

5

4

7

0：「

11

螺欄・鞠値」「剃19・68レ9・8。1，19・46119・1311　．a・・31

5

5，

’1

11

峯軸島各甑捌L・9制19・67レ9坤φ・15い9・47119・15・8・84i19・1519・19

裁騨百として割【98・・　199・9・…1・…　1　1・。・・　1　…nig8・・1・…P9・・



第四號〕　　　　　　　桑條の利用に關する研究　　　　『　　　　　235

（5）嚢蛾及び鷲卵成績

　（1）褒蛾歩合　第一試鹸に於て人工嚢芽i躍は鋤照嘔より歩合幾分多く、鯵二試瞼の成績は

之S反封の結果を示せり。然れ共其の差僅少なり。栂饗芽底に在りても蜀照臓ε大差なし。

　（∬）庵卯撒　第一試験に於て人工護芽匿は蜀照廠より騰下正常卵藪稽々少く、第二試瞼

に在りては試験砥間に差異を認めず。

　（皿）廃卵量第職験に於で人工灘顧は蜘櫃より産卵量の多き揚合多撒なるも、qu

均成績に於ては其の差異僅少なり。第二試験は人工獲穿麗及び再畿芽匿共に蜀照圏ざ大蕪なき

．結果を示せり。

　（tv）卵　　重、第一及び第二試験共に人℃渡芽嘔は封照属より卵重梢々窺し。第二試験の

再焚i撃1磁は饗照匝ε大差なし。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．交雑種成績
　　　‘／、．（1）　獄兇の維過日藪

　　　　第一…試｛瞼に於ては人工嚢芽睡の縫過日撒は蜘照麗より幾分長き揚合ありしも、多くの場合に

［　　於ては差異を認めず。第二試強の成績も略々同一傾向なるを以て、人工畿芽圃の輝過日藪は鋤
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9　　　　1g

第　　　二　　　｝拭　　　鹸

胴騰大葉　　　一　　ノ　瀬

・金嫌1肇叢会芽叢際震

　0
　　1

咀　　5

　　6

1　　　　0

0　’　　1

5　」　　4

6　　　　5

2

0

3

5

管トつく．は21灘句

鑛⊥蔓髭

i　　齢

F

o「

・2

9

11

3

0

8

11、

一繍腿・71…Y・1値1・矧2・・…P咽・・221・…81・4…
磐せ島鰻盆十糊24・。・レ・・。・124・21・1墜。。124・18125・・，1…2・1・5…

翻糠叫て瓢1・…11・…｛1・…199，・11・…｛1・・小…樋・QL1。…

1　，（2）弧健度
　　　　　　A．普通飼育の揚合　　　　．　　　　　　　　　，　　　，

…　　　　（1♪．滅鷲歩合　第7・試瞼に於て人工獲芽嘩は郵照随S大差t4，きも・歩合僅に少き傾内を示

：　　　し、第土試験に於ては反饗の傾向なりしも、其の差僅少なるを以て差異ざして認め難し。・爾ほ

i　再欝圃・於て醐照瞭鹸な勅・如しこ　［1－　ttI「
…　　　（DI繭中艶翻歩合第一一・一及び第二試験共に人工獲芽顧は勤照匪より歩合幾分多き傾向を示

1　　　し、再畿芽竃も亦周燦なり。　　　　　　、　　　㌃　　　　　　　　　　　　ヒ，　　．

i　　　（勘，健輔歩含　第・一一一試験に於て人工畿芽囁は鋤照匠に比較レて健蠣歩含の大なる揚合臨し

i　て多きも、・鞠成績に於ては燐なし。第二試験に於ても亦同一の餉を示せb・澱躯は

i　　封照嘩より渉合多少少き結果を示せり。　　　　　　・　　．　　　　　　　　　　　、

1　　　　。耳障害附與⑱揚合　　　　　　　　　　，

i　q）騨蝿餓命旧門噸・匠1職旧一一遭畷＋九撤㈱一一一號岐一
L　　Q七號の3品種につき調査せるものにして、日r－一一Ull×日八號の藤島大葉試験1亟に於で人t

i　麟蜘蜘時齢蝋瞭り森麟も・其他の揚離勧ては殆ん嵯異な蛾績を卿
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り。再嚢芽に在りては成績明瞭ならず。　　・

　（」［）催青卵の高淵障害附奥　歌十九號×支一〇七號につき試鹸せるに、人：L褒芽囁ぽ野照

頂より灘霊歩合多く、繭中麗獄歩合ぬ宝に健蝋歩合は蜀照匠より減少せり。再褒芽嘔は入工嚢芽

歴ε略々同一一一の傾向にして、健蟻歩合は封照圃より幾分減少せるも其の藻僅少なり。

　（皿）減食障害の附輿，日一一一貌×支一〇七號の刻賦置につき晩秋叢置期に一m4ノ瀬の軟葉及

び適漿を稚鑓1、2齢期に瞥通給桑養ゆ牛量を給與して飼育し、減職歩合、繭中艶鷲歩合、健

蜥歩合等を調査せるに、各試験囁間に一定の傾向を認めず。　”・1
　（IV）4眠超獄の異常淵渡障害附興　　　　　　・

　　a．高温陣害の場合，

　日一一一貌×日八號、日一一一號×欧十九號及び臼一一一號〉く支一〇七脇の台繍糧に唖づき試

瞼せり。日一一一號×日八號に於て薦島大藥の試験邸は人工渡芽斑の健蠣歩倉は鋤照嘔より少

きに反し、一一ノ瀬の試瞼画に於ては｛難輔歩含多し。11－一一號×歌十九號の灘児に於ては縮協

大轍研一ノ瀬の試鵬湖に其の傾1購渤供試灘多少恥る腱あるも・期灘僅少なる
を場て、人工嚢芽厩ε獅照嘔εの成繊は大差なきものざ見徹し掛べし。

　日一畔一號x支一〇ヒ號の供試羅に控りては瀟騰大焚の試験圏は人工嚢芽囁の健蝸歩禽梢1々

少く、鎚f照瞳ε再登芽随εは其の離僅少なり。然る’に一ノ瀬の試験底に於’Cは其の傾向金く反

樹にして人工褒芽麗は健蜘歩合多く・鋤照眠ε拠饗芽匝εは略々同一にして人工獲芽薩に及ば

ず。

　　b・低湘障害の揚合・

　日一一一號×日八號及び日乙一一號×臨づL競の2品種に於ては人丁磯刻£賦は蜀照薩よb健

蝋歩合幾分多し。

　日一一・一胱×支一〇七鵬に在りては人工腰芽匠は前同機健嫡歩合幾分多く、蜀照嘔及び再獲

芽匠は其の差異闘瞭ならず。　　　　　　　　　　　　’　　　　　　・　’　　　，　．・

　以上鷲兇の強健慶に野する啓涌飼育ε障割年襖Sの成綾を槻るに、碧通霞司育の揚舎に於では

灘妙合・繭中婁羅蛤・燭歩命燃人畷蠣濁照瞭｛移旗の値餉を異にす蘭な

き齢ざるも・爾欄駄なる1悪麟る覗ず・爾騨割襖職創こ於て膜繊灘整
して喧の馳端め鞭も・鱒蘇を齢するミ騨灘の強健性1款磯羅濁鞭
ミφ：隙顯齢礁黙きも餌見徹し継し・再欝騨於て胴城糠にして郷圃砒
較し著しき差異を認めず。　　　、．　　　　．　　　　　　　．　　　　’t　　　　’・順

　今以上の成績表を示せば訣の如し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　v

　　　　　　　　　　　　　第14表　普通飼育の張健度調査

減．

鮒せの
照る大
磁昏小
に綴口
比婁轍

載値

（＋）の揚合

（一）の揚命

1⑩）嘱合

　　計

第　一試　験
涌鴨穴

灘雑

4

6

0

10

刺ノ瀬
人　工
螢芽臓

5

4

0

9

猷又は
軍　均

9

10

0

19

第　　　漏　　　試　　　瞼

歩

合

灘献蕪姦講蝶樺均需
3

3

0

6

3　　　　2

3　　　　3　・

OI　　　O

6　　　　5

3

2

0

5

ぢ　　　6

6　　　　5

0　　　　．o

！1　　　11

謝聴・鞠値123餐321…。・1　261・・｝19・3・1aS・’1・”・”li　l…15

輩鮫せ島綿鴇／23ち・陣1・・…122・・司19可砦δ頂汗26・73卜両葡

1翻職配して割1。・・51…1　lg6・・iエi3・・　1”　99・e　181・g「1。・・711…［・・2・1
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繭

中

歩、

合

し健

蝋

歩

合

謝せの
照る大
畷養小
に匿口
比数数
較値

（＋）の場含

（一）の揚合

（○）の揚含

　計』

謝照侃の軍均値

4

6

0

10

5

4

0

9

9　　　2　　　3　　　3　　　4

10　　　4　　　3　　　2　　　　1

0　　　0　　　0　　　0　　　0

19　　　6　　　　6　　　・5　　　　5

5

6

0

11

7

4

0

111L

論・【・・3・1・・561・・61、3…15’i・

柴較毫禰梱「癒「・…1・・1・12991…2「・・3・1…。1・・。・ゆ、

鵜照1轟賄として割99，・116－33SI・4－4・・　1　1…712…　／　121．il　1　・121・1

鋤せの　（十）の揚合　　　6　　　6　　　12

麟奈（一）・場合　4　3　・

’畷最（・）・搬　・　・、・・

準交1直　．皆卜　10919

3

3

0

6

3

3

0

6

4

1

0

5

1

4

0

5

ブ

4

0

11

；4

’7

0i「
1ゴ，’

甥…勒値li・・矧66…1・。・54177・931「・2・・11…24
柴撫島各臓撮［レ劃69・681・L・5レ5・33レ・・5・1・・竺LA9：・4，1・4・35【加

鵜騨を百として割98　・・　i　・9…li・，・・　1・…lg9・・11・1・・192・・　i98・・1？・・3・

第15表障害附輿の弥健度訂瑚査
1・蟻灘蝕命調査（1，　腸召不「11！．系火　欝　」切正・　昭御、11・晩湧k鐡期）・

＼一　項　闘
　匿　．別　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　　＼

日一　一號　　謝　照　1戴
　　×
日　八　魏　　人工焚芽圃

d／t 凬jー一魏
．1　　　×

廠＋九號

民日一、一一．號
　　　メ
　支一〇一ヒ號

封　照　麟
入工酸穿繊

謝層 ﾆ　甑

人工叢芽職

再濃芽颪

澗　　島　　大　　葉 一　　　ノ　　　瀬

IiI　1…均 ・iI［
103，2

104，8

101　，6

98．2

100．1

五〇2，7

93、9

81，8

108，2

92　，5

106，5

92．7　　　99，6

95，3　　　　　96．7

工08．5

工10．2

　　　　105、I

撃P°4・2

97．3

X7．2

112，

P15

123，1　　　　111。6

1王2、9　　　　107，8

115，9　　　　104、9

106，1　　　　　109．6

102，5　　　工10，7

106，2　　　　　120．9

準　　均

96，2’

96　，O

皿．雅盤減食障害調登（昭和12，晩秋鋤

供試as　一一ノ瀬、供試蹴日一一一號×支一Q七號

110S。1　1

1　06　，・3

1卵』

106監％

113，6

＼、・　項　目

　麗；別　．　‘＼

適　i　葉

・軟　、『．葉

謝　照、　麗

人口獲芽照

再畿芽1醸

饗　照　麗

人口霞芽1置

．再・聚芽麗

嘱　　島　　大　　葉

瀬齢際中ca馨1mm歩合

5LO8

46．00

41，24

45，52

』33　；23

42，17

7026

7．62

10，29

2．94

7．85

6，57

45．37

48．46

52　，71

49．54

62　，OO

53．02

・・一・一 @　　ノ　　　瀬

瀧齢1票幌馴健蜥鈴

37。61

33　．28

46。15

’　5442

　40．oo

　37　．23

9，07

7，14

8．31

　　8．05

　　7，69

，　　6、86

60．55

61，38

50．31

41　，90

55．38

58．46
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　　　　　　　　　　　　「．催青卵の高温障害調査（昭和i3°糊足期）『

，。1’

Y　・㌔、周　滅ec歩含　繭・ド繍歩合　健蛸歩合

　　　　　　欝　　　照　　　1・蛋　　　　　　　　　　 1・9工　　　　　　　　　　　　　　　7．35　　　　　　　　　　　　　　90，87

欧＋九號
　　×　　　人エ獲芽骸　　　　12．52　　　　　　L60　　　1　　86，07
・支一〇七號

　　　　　　、再mp芽1曜　　ll・39　　　3・67　　　85・35
tt �A蓼　前代給興桑は編島大葉とす。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

1，　　、　・燃常髄階縫（備鶉ll撫鋤
　　　　　　　　　　　A・高　温　障　害

＼．　項　目
　　　　　　　』＼　照　　男唖　　　　、

「．

勛鼈鼈?j
　　x
日　八　號

日一一一號
　　×
歎＋九號

日一一一號

　　×

支…〇七號

封　照　t｝9

人工畿芽1罎

封　』照　搬

1人工爽穿献

封　照　lsa

人工獲芽繊

再焚朔ミτ疏

爾　島　大　葉
　　　　　　　　　’
II　lll・・s均

％

90

92

％

80

64

一”“一一

@　ノ　　瀬
II　，lll・…均

85

87

85

83

86

46

49

％　　　　　％　　　　　％　　　　％
86。0　　　　　　　77　　　　　　　53　　　　　65．0

78．0　　　　　　　　85　　　　　　　　64　　　　　　74霞5

65．5　　　　　　　87　　　　　　　49　　　　　　68。0

68．0　　　　　　　　85　　　　　　　　45　　　　　　65レO

78　　　　　81．5　　　　　　80

67　　　　　　75，0　　　　　　　89

76　　　　　　81，0　　　　　　　78

80 73 76．O

89 78 ｛83，5

L

78 75 フ6．5

B・低　漁　障　害

＼tt項目
骸、別＼

日一一一號
　　X
日　八　號

日一一一號
　　×　　　・

隊＋ソ』號

向心一一號

　　×

支一〇七號

封　照　麗

人工機芽麗

封　照　鼠

人工焚芽曜

封　照　熈

人1：壷芽賦

再獲芽澱

幅　島　大　葉　　　　一　　ノ　．瀬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

1け悸均1「「「鞠
％

70

91

70

78

go

95

92

54

42

24

26

68『

72

40

％

62．0

66。5

47、0

52．O

79．0

83．5

66．O

53

70

90

75

％
10

29

12

47

89

91，

90

49

59

50

31，5

49，5

51．0

61，0

　（3）翻　　慨　　璽　　　・

2眠起獄・4眠起難・蠣騰璽共に試瞼颪間に大差なし。

An是等の成績表を示せば訳の如し。

69．0

75．0

70．0
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第16表　翻　　　髄　　　璽　催興oo頭）

　　　　　　　．．　＿　＿＿＿＿＿．－i＿　　　　　 壷＿＿一．＿一．一．＿＿、．＿－H．．＿．．．蜘＿＿＿蜘蜘一

て一＼＼　　訳畷囁　一遊一試験　　　＿簗　　二＿試　　堕
　　　　　　　　　　　ll腐島プく
頂目　㍉＼トー一機編

2

眠

iVWhtT『T一一’目一一’一｝一｝ｧ目一＝ニロニ

鋤せの
照る大
臓各小
に麗口
比数数
較値

（＋）の揚合　　3
（一）の．

g合　6
（○）の揚合　　　1

　趾　　　　10

一瀬、　　　　　　　　1
入工計叉は・天・…至再渡人工再酸
ノ・　　　　醐島大葉　一　ノ　瀬1柑又は耶均

鋤iEi　17is均酬、鵬、1欝、、噺、
一＿．＝瓢Tr－一一ゴー乱；；一課黒τ嵩隅篇冨＝心瓢7

6　　　　9　　　　1

2　　　　8　　　　5

1　　　2　　　　0

9　　　19　　　　6

3

？

工

6

5

0

0

5

3

1

1

5

起

，．，鎧

II　　　　ピ

4

II　　　t．眠9

　　　薄、

　　　’餓’il

蜥

…囁　　　塑「
11

・6

5

0

11

6

3

2

11

蜘ゆ・・均酬馴…sl・副　…州　…gl・・91
紫醸為翻制・態93レ・97レ・95　1・・ε51・・92［・・g4［・・911・・89　1・・92

畿羅媚として割1。・・。レ…1　・…31・6・・199・・ll・1・・1　1・。・・lg9・。li。・・4

劃蛭の
照る大
臓各小，

に綴口
比数数
鮫値

（＋）の揚合

（一）の揚含

（○）の揚禽

　　剛’

5

5

0

10

5

4

0

9

10

9

0

19

3

3

Q

16

3

3

0

6

1

4

0

5

3

2

0

5

4

7

0

工1

6

5

0

11

劉騨・噛値II　7劃74・・1・5・il　75・一　・5・。1・・5・・
柴1隣せ　島各　賦・猴　ll　　7譜4　｝　　74・7　　　・75・1　1　　75・2　1　　76・2　1　　γ4q4　【　　75・7　1　　三翌」L＿＿と駈9L、

謝照蔽を百としての
割　　　　　　　含

謝せの
照る大
職各小
に臓口
比数数
職臓

（＋）の場含

（一）の揚合

（○）の揚合

　尉

99・・
P1。。・・【1C。・・1・…11。。・6い9・！1・…9199・・1　・c。・7

5

5

0

10

5

4

0

9

IO

g

o

19

，1

5

0

6

4

・2

0

6

4　　　　3

1　　　　2

0　　1　0

5　　　　5

5，

6

0

11

7

4

0

11

繍駒勒値i115劃・5…1’15凶，・3・・i1・＆・lI51・3
』矩較鵠縄撮ll　15飼・・…レ51・中4・小53・i15Q・・1・8・8レ・…レ5…

鞠羅蛸として創「薦〕・8・7「lg9・・【96・・199・・　1　1・1・・1，・。・21％・・［・9・・

）・　　　、1．・〈4）．1盤置　　繭　　成　　績．＼

1　　’（1）　生、繭重　鱗艦癒の揚合婁同様に試験旺閥に大遊を認めず。

｛i．卿輯璽匹醐騨澱芽暉幽照馴ヒ較し繭徽磯分多き場合鋤なる
Iiも・糊雌に於下膜の輝少1：して差黙して認麟し・

｝｝　魎）縮歩合．第一試騨於て曝鍛躯亨辮隣麟ん薩異なく諦二識こ在
1腰臥譲芽廠醸蠣鵬；照旺砒較し糖翻舞餉あり。
II塔欝磁繊赫せば2X：・CD・コ1・riし。－

ii、，

ii

　

1　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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、鵜騨叫て割1・・il・・1。。・・；1・…11・・…lg9・1ド99・・11・・小・1・・

　　　　　　　　　　　　（V）次代鷲試験成績に饗する考察蚊に要結　　　　　　　　　　’

　　當代露試駿の威績に於ては、獄兇の縄過日轍を始めざし2、3の事項に鋤しては人工褒芽旺
　　，T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　ε鮒照瞠ざの間に梢々明瞭なる差異を見たるも、訳代翻の試験に於ては原種及び交雑種共に其
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2り，Cl・L）
　の差異比較的明瞭ならざるこεは、從來施行せられたる各種條件の訳代鷲影響試験の成績ξ同

　襟にして、前代獄の受けたる生理的不良條件が或る程度迄著大ならざる限り、其の影響は訳代

　獄の現魔的生育環境に支配せられ、制然し難き揚合砂からざるが如し。故に斯る鋏陥を補正せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c12）
　んが爲、…次代慧試験に於て谷種障害附典の實瞼が施行せられをる腱にして、勝又氏は生理的障

　害に劉する原鎧の影響を最も明確ならしめんには、訳代獄の稚羅10」に馨養的障害又は氣象的障

　害を附奥すべき事を報告しをれり。

・　著轡等は本試験に於て既述せる如く各種の障害附興を行ひ、其の一部に於て勝叉氏の鱒養的

　障害に準ずべき稚獄1、2齢期に於ける瞥通桑漿の減食陣害を始めεし、葉質的にも桑晶種別

　に或は葉位別の適藁及軟葉等の滅食障害試駿を施行せるも試験1直間に顯著なる差位を見ざるの

　み取らず・他の障害附與に於て喝亦同一結果なりしを以て、著者等の試験に於ては人工嚢芽桑



242　　　　　　　　　　　懲一一　懸　　　聡　　　撒　　　融　　　　　　　　　嘩十副讐

　　　　は塁｝照旺の普通桑ε鍛鬼の弧健度に及ぼす影響1よ大差な昏事を實謹し得ナこるものεす。侮ほ再

　　　　畿芽桑についても其使用時期に依り普通桑ε遜色なき結果を齎すこざあるを知れるものSす。

　　　　　爾ほ本試験の成績につき其の要結を記載すれば次の如し。

　　　　　1・翻兜の経過日撒・弧健度・醐豊重謡置繊績等は囎鮫雑鰍に多少の例外ありしも

　　　　概ね試駿蔵間に大差なきものε認む。

　　　　　2．原種成績に於ける饗蛾歩合、産加藪、騰卵溌及卵重等も試駒嘔岡に刺然たる蓬異なく・

　　　　從つて一定の傾向を認め難し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“v・総　　　括

　　　　　夏秋獄暮用桑園の嚢穿前伐探枝條を利用し入工的に嚢芽せしめfる、雅獄用桑の飼料的悩値

1　　　に關する試験成績は既述せる腱なるも、之が綜合的結果につき其の要鮎を記すればi次の姐し。

1　　　　　’（1）　桑漿の水分及乾物驚’

’　　　　桑瀧！り水分は人工獲芽賑に最も少く、獅照嘔之に訳ぎ再爽芽随最も多し。故に乾物灘は之芝

ii　　　反調’に檜減するものミす。

　　　　　　（1）’當代翻の試験成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

、　　　　1．獄児の弧健度、鷲繭成績及原種の嚢芽歩合、卵重等は人工褒芽羅、geg・照嘔及再褒芽麗の

、　　　試瞼旺間に大差なし。
i

l　　2・襯の維過F轍及蟹燃鰍こ在りては・入工麟圃蜘陥及畷芽配より郷榔撒縫
…i　　　し・」覇雛瑚巡きも3齢以後瞥通桑を給與し、獄齢の瀧むに從ひ漸款恢復し逸ひに蕪異な潔に盟

l／　　　る。而して樹照甑S再嚢芽畷εは稚鋤田より顯著なる蕪異を見ず。
レ　

｝／　　　　3．灘卵成績に於て騰卵撒、薦卵量は入工饗芽囁S再畿芽瞳εは欝照賦に比較し幾分少きも

／　のSす・
難　　　　　（N）　次代獄の試験成績

馨　　　　人工畿芽匠、獅照輝及再褒芽嘔の試験顧間に於て原種及炎離糧共に翻兇の縄過日藪、張健
・4

／　度・灘重・糊囎繍磯劒例外ありし棋嵯働にし磯郷して認嚇し・

1鵬種呈釜麟雛灘灘蓋編難撫㈱㈱用し、人丁．的に育
トi

　　　　成せる桑葉は稚翻1、2齢用桑εして其の飼料的便値は正常桑ε大幾なし。

　　　　　故に一般養獄に欝しては勿論、翻種製遣隔の原種飼育に掛しても充分實用的儂僅あるものS

l　　認めらる。

妻　　　　　（V）春鷲に於ては其の例外的揚合εして雅澱期に再褒芽桑を以て飼育するも、JH：蛋緩le］に

，　　　適良なる桑棄を給奥するミきは正常桑を以て飼育せる慧兜ミ大差なき結果を牧め御るものの如

@　　　し。
i　　　炉　　　　　　　　　　　　　　（於長野縣餓業試験揚上田支揚）
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